
内 訳 明 細 書
No
1 桟瓦

軒瓦（から草瓦）40
軒瓦（から草瓦）60
袖瓦（けらば瓦）40
袖瓦（けらば瓦）60
けらば包み 50
棟包み 260
棟包み 210
巴瓦 260
巴瓦 210
壁水切り　60×55
段付けけらば ( 右・左）
段付けけらば　軒先 ( 右・左 )
見切り縁 12・23
捨て谷 80
けらばキャップ 50( 右・左 )
谷樋 80
瓦葺き手間施工費
同上
同上

㎡
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ヶ
ヶ
ｍ
ヶ
ヶ
ｍ
ｍ
ヶ
ｍ
㎡
㎡
㎡

5,520
1,950
1,970
1,920
1,940
2,600
2,840
2,750
1,700
1,630
2,050
1,120
1,240
1,450
1,650
  860
5,200
7,500
6,500
5,500

826,896

 76,436

 97,388

 37,950

　6,520

  6,560

828,905

 149.8

  38.8

  50.2

  13.8

　4.00

150.7150㎡未満
50㎡～ 100㎡
100㎡以上

仕様 呼称 数量 単価 金額 備考
　名称
瓦工事

内 訳 書
No 名　称 品　名／仕　様 数　量 単　位 金　額 備　考

１
２
３
４
５
６
７
８

瓦工事
木工事
板金工事
雨樋工事
撤去工事
塗装・防水工事
雑工事
オプション工事
小　計
消費税（5％）
合　計
特別値引き
合　計
消費税（5％）
合　計

1,897,480
  278,814
  381,961
  340,076
  678,195
        0
   35,000
        0
3,597,626
  179,881
3,777,507
1,297,507
2,480,000
  124,000
2,604,000 

１
１
１
１
１
１
１
１

式
式
式
式
式
式
式
式

メーカー特別値引き

相談例 工事の必要性が疑われるケース

見積チェック

相談概要

●見積書、現場調査図、屋根点検報告書

相談者から送付された資料

屋根の陶器瓦を金属屋根材（ガルバリウム鋼板）に葺き替える工事【工事内容】 
【住宅形式】 戸建（木造２階建）
【相談内容】築35年になる住宅において雨漏りしたので、地元の工務店に応急処置として簡易な補修工事をしてもらっ

た。しかし、その後も雨漏りが止まらず、屋根の葺き替え工事をしようと思っていたところ、訪問販売業者の勧
誘を受けた。この事業者は屋根の点検を行い、報告書と見積書を受け取った。内容の妥当性について不安
があるので、見積書をチェックしてほしい。

●不足している項目がないか確認。
●数量について確認。

●高所での作業において必要と思われる
「足場」の項目がないことを指摘。事業者
に必要がないか確認することを助言した。

●現場調査図が作成され、屋根面積の算定
根拠が示されており、これを確認した。

チェックポイント 項目・数量

●二重計上されている項目がないか確認。

●消費税が2回計算されていることを指摘。
正しい計算で見積書を再作成してもらうこ
とを助言した。

チェックポイント 項目・数量
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現場調査図

チェック内容

チェック内容

6. 技術的な問題のある事例



●屋根の葺き替えについて、屋根点検報告書が提示されているが、その内容に不明な点が多く、過大な表現で調査結
果が記載されているため、事業者に工事を行う合理的な理由を確認したうえで、工事の必要性を判断することを助
言した。

●雨漏りの本当の原因を究明するため、専門的な調査を検討すること、専門業者に相見積りを依頼すること等を助言
した。

●二重計上されている項目等を指摘し、正しく再作成してもらうことを助言した。

総合判定
D

【総合判定結果とアドバイス】

　点検の結果を御報告致します。

　長年の経年変化で、瓦本体のひび・割れ、ズレ、浮き、変

色等が見受けられます。表面の塗膜は、爆裂の状態で注意が

必要です。

　また、のし瓦、棟瓦は台風や地震の影響で蛇行が見受けら

れ、隙間が出来ています。その隙間から雨水が浸入しており、

下地材の変形・湾曲が起きています。それにより、瓦本体に

も浮きが発生し、逆水現象により、更に雨水が浸入していま

す。

　新築時に比べ、屋根重量が相当量になっており、大変危険

な状態です。

屋根点検報告書

瓦本体は、長期間の自然現象（雨・風・温度差・紫外線等）の影響で、
劣化が著しく、浮きやズレ、変色などが見受けられます。

●相談者は、事業者から提示された屋根点
検報告書の内容から、雨漏りを止めるには
屋根の葺き替え工事を行う必要があると判
断した。また、屋根材を軽い素材に葺き替
えることで耐震性能が向上するのではない
かと考えていた。

●屋根点検報告書には、瓦の「浮き」や「ズ
レ」が見受けられると記載されているが、添
付されている写真を見る限り、そのような現
象がおきているとは言えないことを指摘。事
業者に、瓦の「浮き」や「ズレ」が起きてい
る場所と、屋根の葺き替え工事を行う合理
的な理由を確認することを助言した。

●雨漏りの原因が外壁やサッシなど屋根以
外にあった場合、屋根を葺き替えただけで
は雨漏りが止まらないことも考えられるた
め、専門的な調査を実施し原因を究明する
ことを助言した。

●耐震性の向上については、まずは、行政の
無料耐震診断を利用することを助言した。

チェックポイント 相談ニーズ

相 談 者 へ の 助 言 内 容 の ま と め

チェック内容
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